
１　幼稚園保育料については、合併までに統一するものとする。

　幼稚園保育料 １.設定 1.設定 1.設定
　　 　観音寺市立幼稚園保育料徴収条例 大野原町立幼稚園保育料徴収条例 豊浜町立幼稚園保育料条例

　月額 　６，０００円　　Ｈ9.4.1 月額 ５，９００円 　Ｈ14.4.1 月額 ５，９００円 　Ｈ14.4.1
　
２.通知 2.通知 2.通知
　・３月末に保育料納入通知書兼領収書 毎月納付書により父兄に通知 入園前説明会にて保護者に周知
　　保育料収入伝票入力票、収入報告書 前月分の領収書も送付
　　を各園に送付

３.納入方法 3.納入方法 3.納入方法
　・毎月指定日に保護者の口座より親口 口座振替 金融機関から毎月２５日引落し
　　座に振り込まれた保育料を園長が引 毎月２６日引落 年度末に保護者に納入通知書を渡す
　　き落とし、指定金融機関に納入
　・納入後保育料収入伝票入力票と収納
　　報告書を市教委に報告
　・9月より毎月１５日金融機関振り替え
　　４月は20日、３月は１０日

４.滞納処理 4.滞納処理 4.滞納処理
　・各園長が現金収納 各金融機関からの連絡により 引落しができなかった場合は、窓口払いとし

幼稚園から保護者に連絡  その都度納付書を発行
経済的理由により支払いが困難な者は保育料
 の減免措置伺い教育長に速やかに提出
 減免措置をする。

教育部会 分科会名

　観　　音　　寺　　市

調整方針(案)

豊　　　　浜　　　　町

生涯学習分科会合併協定項目番号 ２３－２２

項　　目 大　　野　　原　　町

専門部会名合併協定項目名 　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて
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２　預かり保育については、現行のとおり引き継ぎ、新市において調整するものとする。

　預かり保育 1.対象 1.対象者
― 大野原幼稚園に通園する4歳児、5歳児のみ 幼稚園保育終了後、臨時に家庭の事情により

50名程度 終園後の保育ができない理由がある園児
 3・4・5歳児 　１日平均10名

2.保育料 2.保育料
・月額 　　　７,５００円 1日５００円（おやつ代含む）
・おやつ代 　３,０００円  夏季休業中１日７００円（弁当、おやつ代除く）
・保育終了後、午後2時～午後６時 実施日時
・土曜日 午前8時～12時まで 月～金曜日午後２時～５時３０分

夏季休業中午前８時３０分～５時３０分

3.減免 3.減免措置
・多胎児が就園する世帯 　―
　　　第3子以降全額
・生活保護世帯
・災害、その他特別な理由がある世帯
　教委が認める額

4.事務手続き関係 ４.手続き
・預かり保育希望申込み書、就労証明書添付 　前月末に申込み調査
　 　期日・理由・時間

5.その他 ５.その他
・町教諭 　　1名 　当番制 ・開始年度
・臨時職員 　1名 平成９年度～現在

・保育者
預り保育専従の嘱託職員の採用

豊　　　　浜　　　　町

教育部会 分科会名 生涯学習分科会

調整方針(案)

　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて 専門部会名
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項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町

合併協定項目番号 ２３－２２ 合併協定項目名



３　就学援助費については、合併時に統一するよう調整するものとする。

　就学援助費 １要綱の状況 1.要綱の状況 1．要綱の状況
　観音寺市就学援助費支給事務処理要領
　

２当初認定の手順 2.当初認定の手順 ２．当初認定の手順
　①継続保護者への通知（１～２月） 　①継続保護者への周知（2月） 　①継続保護者への通知（１月下旬）
　②保護者から学校へ書類提出 　②保護者から民生委員を経由して 　②保護者から民生委員をを経由して
　③学校から教育委員会へ書類提出 　　学校への書類提出 　　 教育委員会へ書類提出（２月中旬）
　④民生委員会で意見書提出依頼 　　　・申請書 民生委員申請書 　③学校長・民生委員の意見を参考に、
　⑤３月定例委員会で認定 　　　・所得証明（発行手数料免除） 　　 認定についてに基づき決定
　⑥結果を学校長に通知 　③学校から教育委員会へ書類提出 　④結果を学校長に通知

　　（3月初旬）
　④3月定例委員会での審査
　⑤審査結果を学校長へ通知

３途中認定の手順（10月認定） 3.途中認定の手順 ３．途中認定の手順
　①保護者から学校へ書類提出（９月中） 　①学校若しくは事務局から書類の 　①学校若しくは事務局から書類の
　②学校から教育委員会へ書類提出 　　手渡し 　　手渡し
　③結果を学校長に通知 　②保護者から民生委員を経由して学校へ 　②保護者から民生委員をを経由して

　　書類提出 　　 教育委員会へ書類提出
　　　・申請書 　　民生委員覚え書 　③結果を学校長に通知
　　　・所得証明 　（発行手数料免除）
　③学校から教育委員会への書類提出
　④次期教育委員会で審査
　⑤審査結果を学校長に通知

４審査時の世帯状況調査の程度 4.審査時の世帯状況調査の程度 ４．審査時の世帯状況調査の程度
　学校長・民生委員の意見を参考に 　①母子家庭については、児童扶養手当の 　学校長・民生委員の意見を参考に、
　事務処理要領に基づき決定 　　支給状況 　認定についてに基づき決定

　②学校が聞き取り調査

５現在の認定人数 5.現在の認定人数 ５．現在の認定人数
　準要 小学校１６１名（児童総数の6.2％） 　小学校 　　　児童数 ３３名 　準要 小学校１１名
　　　　　中学校 ９３名（生徒総数の8.3％） 　中学校       生徒数 　１１名             　（児童総数５５７人１．９７％）
　要  　小学校 ４名（児童総数の0.5％） 　　　　　中学校１２名
　　　　　中学校   ６名（生徒総数の0.5％）           　 　（児童総数２４９人４．８２％）

　要 　　なし

６不認定の有無 6.不認定の有無 ６．不認定の有無
　市教委より学校長に通知 　有 　有
　学校長より保護者・民生委員へ連絡

７その他特別の理由の適応状況 7.その他特別の理由の適用状況 ７．その他特別の理由の適用状況
　事務処理要領に基づくが学校長及び 　離別、死別、による母子家庭等 離別・死別・による母子家庭等
　民生委員の意見を重視

　準要保護児童生徒の認定について制定していないが、就学援助事務処理要綱による。

大　　野　　原　　町 豊　　　　浜　　　　町

合併協定項目番号 ２３－２２ 合併協定項目名 　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて 専門部会名 教育部会 分科会名 生涯学習分科会
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調整方針(案)

項　　目 　観　　音　　寺　　市



３　就学援助費については、合併時に統一するよう調整するものとする。

　就学援助費 ８支給額の算定方法 8.支給額の算定方法 8．支給額
　認定月から支給 基本的に認定月からの月別支給
　支給額 新入学用品は途中認定者には支給しない。 支給額
        　 （要保護）（準要保護）(特殊) 支給額        　 （要保護）（準要保護）(特殊)
  ｱ学用品費,通学用品費        　 （要保護）（準要保護）(特殊)  ｱ学用品費,通学用品費
・小1    　 なし 　 11,100円/年 左の1/2  ｱ学用品費,通学用品費 ・小1    　 なし 　 11,100円/年 左の1/2
・小2～6   なし   13,270円/年左の1/2　 ・小1    　 なし 　 11,100円/年 左の1/2 ・小2～6   なし   13,270円/年左の1/2
・中1   　  なし    21,700円/年左の1/2　 ・小2～6   なし   13,270円/年左の1/2　 ・中1   　  なし    21,700円/年左の1/2
・中2～3   なし   23,870円/年左の1/2　 ・中1   　  なし    21,700円/年左の1/2　 ・中2～3   なし   23,870円/年左の1/2
  ｲ新入学児童生徒学用品費 ・中2～3   なし   23,870円/年左の1/2　  ｲ新入学児童生徒学用品費
・小学校 　なし 　19,900円/年左の1/2　  ｲ新入学児童生徒学用品費 ・小学校 　なし 　19,900円/年左の1/2
・中学校  なし   22,900円/年左の1/2　 ・小学校 　なし 　19,900円/年左の1/2　 ・中学校  なし   22,900円/年左の1/2
  ｳ校外活動費（宿泊を伴わないもの） ・中学校  なし   22,900円/年左の1/2　  ｳ校外活動費（宿泊を伴わないもの）
・小学校   なし  　 1,510円/年左の1/2　  ｳ校外活動費（宿泊を伴わないもの） ・小学校   なし  　 1,510円/年左の1/2
・中学校   なし     2,180円/年左の1/2　 ・小学校   なし  　 1,510円/年左の1/2　 ・中学校   なし     2,180円/年左の1/2
  ｴ校外活動費（宿泊を伴うもの） ・中学校   なし     2,180円/年左の1/2　  ｴ校外活動費（宿泊を伴うもの）
・小学校  なし  　 3,470円/年左の1/2　  ｴ校外活動費（宿泊を伴うもの） ・小学校  なし  　 3,470円/年左の1/2
・中学校  なし    5,840円/年左の1/2  ・小学校  なし  　 3,470円/年左の1/2　 ・中学校  なし    5,840円/年左の1/2  
  ｵ修学旅行費 ・中学校  なし    5,840円/年左の1/2   ｵ修学旅行費
         実費支給    実費支給  左の1/2   ｵ修学旅行費         実費支給    実費支給  左の1/2  
  ｶ学校給食費         実費支給    実費支給  左の1/2   ｶ学校給食費
         なし        実費支給　左の1/2  ｶ学校給食費         なし        実費支給 左の1/2
  ｷ医療費         なし        実費支給 左の1/2　  ｷ医療費
           実費支給  　実費支給　左の1/2  ｷ医療費           実費支給  　実費支給 左の1/2

          実費支給  　実費支給 左の1/2

９支給方法 9.支給方法 9．支給方法
  学校長→保護者口座 　各学校長→保護者 　学校長→保護者口座
　 給食費は給食センター払い
10認定の廃止及び精算 10.認定の廃止及び精算 10 .給食費は日割支給
　給食費は日割支給 　月割に支給   学用品費等は月割支給
　学用品費等は月割支給

豊　　　　浜　　　　町

調整方針(案)

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町

合併協定項目番号 ２３－２２ 合併協定項目名 　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて 専門部会名 教育部会 分科会名 生涯学習分科会
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４　 就園奨励費補助については、平成１８年度から統一するよう調整するものとする。

　就園奨励費補助 １．要件 1.要件 1．要件
　　　 　　対象は公立・私立とも３歳児・４歳児・５歳児を持つ保護者に対して ・町民税非課税世帯及び生活保護世帯  ・生活保護世帯

    毎年６月に入り市民税課税証明をもって認定し該当世帯には減免する。 　金額（５,９００円×12）  ・町民税が非課税となる世帯
・多胎児（三つ子以上）が就園する世帯 　・町民税の所得割が非課税となる世帯
　金額（５,９００円×12）

２．手続き ・町民税の所得割が非課税となる世帯
　　申請者はそれぞれ公・私立幼稚園で行う。 　２０,０００円
公立幼稚園ー６月末で調整７月より減額 ・災害、その他特別の事由のある世帯
   （年減免金額は国と市の基準をプラス） 　教育委員会が定める額
　申請書・委任状・減額調書・課税証明 　
私立幼稚園ー９月・３月に該当者に支給 2.手続き 2．手続き
     （年減免金額は国の基準と同じ） ・申請者は減額申請書及び課税照明を添付し申請。  ①継続保護者への通知（２月）
　申請書・委任状・減額調書・課税証明    教育委員会で審査、減免通知書を送付。　 ②保護者から民生委員を経由して教育委員会へ

　    
  

３．助成金額
○公立幼稚園
①生活保護世帯及び市民税非課税世帯 3.助成金額 3．助成金額
・１人就園及び同一世帯２人就園年長者 ・要件と同じ  入園進級時用品代・遠足代 全額補助
 　  　  年減免金額　　　　７２，０００円 給食代 １,７００円/月補助
・同一世帯２人就園次年長者  保育料全額免除
         年減免金額　  　　３６，０００円
・同一世帯３人就園３人目
         年減免金額　　　　５２，０００円
②市民税所得割非課税世帯
・１人就園及び同一世帯２人就園年長者
      　 年減免金額　　　　２０，０００円
・同一世帯２人就園次年長者
         年減免金額　  　　３６，０００円
・同一世帯３人就園３人目
         年減免金額　　　　５２，０００円
○私立幼稚園
①生活保護世帯及び市民税非課税世帯
・１人就園及び同一世帯２人就園年長者
　　  　 年減免金額　　１３６，８００円
・同一世帯２人就園次年長者
         年減免金額　　１７８，０００円
・同一世帯３人就園３人目
    　   年減免金額　　２２０，０００円
②市民税の所得割が非課税となる世帯
・１人就園及び同一世帯２人就園年長者
　　   　年減免金額　　１０４，２００円
・同一世帯２人就園次年長者
         年減免金額　　１５５，０００円
・同一世帯３人就園３人目
       　年減免金額　　２０７，０００円
③市民税の所得割課税の額が8,800円以下となる世帯
　　
・１人就園及び同一世帯２人就園年長者
　　   　年減免金額　　　７９，９００円
・同一世帯２人就園次年長者

         年減免金額　　１３８，０００円

豊　　　　浜　　　　町

調整方針(案)

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町

合併協定項目番号 ２３－２２ 合併協定項目名 　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて 専門部会名 教育部会 分科会名 生涯学習分科会
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４　就園奨励費補助については、平成１８年度から統一するよう調整するものとする。

５　豊浜町育英資金の貸付制度については、合併時に廃止するものとする。ただし、償還については現行のとおり新市に引き継ぐ。

　就園奨励費補助 ・同一世帯３人就園３人目
       　年減免金額　　１９７，０００円
④市民税の所得割課税の額が102,100円以下となる世帯
　　
・１人就園及び同一世帯２人就園年長者
　　   　年減免金額　　　５６，１００円
・同一世帯２人就園次年長者
         年減免金額　　１２２，０００円
・同一世帯３人就園３人目
       　年減免金額　　１８７，０００円

　奨学資金 1.制度要件
 ― ―  町内に在住する高校生及び大学生

2.貸付手続き
・町長に申し込み
提出書類
①履歴書
②高等学校在学証明書又は入学許可書
③財産、所得及び家族に関する調書
・豊浜町育英資金貸付審査委員会
 （定員は７人、任期は４年）の審査
・保証誓約書
　保護者及び保証人２名
･貸付限度
・期間
　　当該学校へ入学の月又は貸付許可
　　の翌月から卒業の月までの期間
　･金額
　　高校生１人月額 　10,000円以内
　　大学生1人月額 　30,000円以内
　･利息 　無利子

3.返済方法等
　当該学校を卒業後6ヶ月据え置き
　毎月末貸付額の償還

4.償還の免除
･貸付を受けた者が償還期間中に死亡
  したときは、その残額を免除される。
・疾病、進学等特別な理由がある時は
  委員会の承認後、猶予または免除す
  ることができる。

5.償還契約書
保護者及び保証人2名連署

豊　　　　浜　　　　町

調整方針(案)

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町

合併協定項目番号 ２３－２２ 合併協定項目名 　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて 専門部会名 教育部会 分科会名 生涯学習分科会
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６　スクールバス等の運行については、現行のとおり新市に引き継ぐものとする。

　スクールバス等 １．スクールバスの路線数 1.スクールバスの路線数 １.スクールバスの路線数
　の　 運　  行 　　１路線 　2路線 　１路線

２．バス所有台数 2.バス所有台数 2.所有台数
　　０台（タクシーに代替） 　2台 　１台

3.対象人数 3.対象人数 3.対象人数
　　柞田幼稚園 　１２人　　 　五郷小学校 　　　２２人 豊浜小学校 　２９人

　大野原幼稚園 　１３４人 豊浜幼稚園 　１４人

4.使用料 4.使用料 4.使用料
　　　無料 　　無料 　　無料

5．運行関係 5．運行関係 5．運行関係
(1)運行区間 (1)運行区間 (1)運行区間
　木之郷町ＪＡ木之郷支店から柞田幼稚園 　旧五郷村の大字井関以外の区域 豊浜小学校より箕浦公民館前広場
　　　　　　　　　　　　　　　 (五郷小） 豊浜幼稚園より箕浦公民館前広場

　旧大野原村の一部以外（花稲、
　十三塚、高松、赤岡、東村、安井）
　大野原幼稚園（シルバー補助員）

(2)運転直営・委託の別 (2)運転直営・委託の別 (2)運転直営・委託の別
　　タクシー会社へ委託 　　直営 　豊浜町直営

(3)所有するバス (3)所有するバス (3)所有するバス
　　タクシーにて代替 　　45人乗り 　90年9月 　　補助席つき２９人乗り

　　38人乗り 　94年3月

(4)年間予算 (4)年間予算（人件費除く） (4)年間予算
　　９６８千円 　　１,８００千円 　人件費 運転手１人 ６，７６０千円

　燃料費 ２１６千円
　保険 　　４８千円
　自賠責 　１８千円
　重量税 　４１千円

(5)今後の方針 (5)今後の方針 (5)今後の方針
　　幼稚園の統合を予定しており 　　現状維持 平成１３年１０月購入
　　４園体制が整えばバスを計画 前回平成７年購入 ７年目で償却処分
　　現在の体制は平成１４年４月より
　　実施

豊　　　　浜　　　　町

調整方針(案)

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町

合併協定項目番号 ２３－２２ 合併協定項目名 　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて 専門部会名 教育部会 分科会名 生涯学習分科会
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７　中学校新入生ヘルメット購入補助については、合併時に統一するものとする。

　ヘルメット 中学校新入生ヘルメット購入補助 中学校のヘルメット購入助成金 新中学1年生通学用ヘルメット助成
　  購入補助　　

1 助成についての考え方 1 助成についての考え方 1 助成についての考え方
　　自転車通学生徒の安全確保 　自転車通学生徒の安全確保 　自転車通学生徒の安全確保

2 助成金額 2 助成金額 2 助成金額
　要保護・準要保護生徒購入金額  2/3　      一人当たり 　1,000円 　購入金額 1/2助成
一般生徒 購入金額  1/2　 (総務課より助成)

　 　　

3　対象者 3 対象者 3 対象者
　　新入自転車通学生徒全員の内希望者 　　新中１年生(自転車通学者) 　　新入自転車通学生徒全員

豊　　　　浜　　　　町

調整方針(案)

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町

合併協定項目番号 ２３－２２ 合併協定項目名 　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて 専門部会名 教育部会 分科会名 生涯学習分科会
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８　児童及び生徒の校外活動費補助については、現行のとおり引き継ぎ、助成金額については、新市において再編調整するものとする。

　校外活動費補助 １．児童派遣費 １．児童派遣費 １．児童派遣費
①対象 　教委が主催・後援等の大会 ①対象 　教委が主催・後援等の大会 ①対象 　教委が主催・後援等の大会
②交通機関 ②交通機関 ②交通機関
　　JR・バス・タクシー・船 　JR・バス・スクールバス・タクシー・船 JR・町バス・スクールバス・タクシー・船
③負担割合 　市 10割　　個人　なし ③負担割合 　町 10割 　個人 なし ③負担割合 　町 10割 　個人 なし
④市町大会 ④市町大会 ④市町大会
　　市の旅費規程により交通費支給   実費支給（スクールバス） 　実費支給
⑤地区大会 ⑤地区大会 ⑤地区大会
　　市の旅費規程により交通費支給   実費支給（スクールバス） 　実費支給
⑥県大会 ⑥県大会 ⑥県大会
　　市の旅費規程により交通費支給   実費支給（スクールバス） 　実費支給
⑦四国大会 ⑦四国大会 ⑦四国大会
　　交通・宿泊費(8500限度)支給 　交通・宿泊費(12，000円限度)支給 　実費支給
⑧全国大会 ⑧全国大会 ⑧全国大会
　　交通・宿泊費(8500限度)支給 　補正にて対応 　補正にて対応

２．生徒派遣費 ２．生徒派遣費 ２．生徒派遣費
①対象 　教委が主催・後援等の大会 ①対象 　教委が主催・後援等の大会 ①対象 　教委が主催・後援等の大会
②交通機関 ②交通機関 ②交通機関
　　JR・バス・タクシー・船 　JR・バス・タクシー・船 JR・町バス・スクールバス・タクシー・船
③負担割合 　市 10割　　個人　なし ③負担割合 　町 10割 　個人 なし ③負担割合 　町 10割 　個人 なし
④市町大会 ④市町大会 ④市町大会
　　市の旅費規程により交通費支給   実費支給 　実費支給
⑤地区大会 ⑤地区大会 ⑤地区大会
　　市の旅費規程により交通費支給   実費支給 　実費支給
⑥県大会 ⑥県大会 ⑥県大会
　　市の旅費規程により交通費支給   実費支給 　実費支給
⑦四国大会 ⑦四国大会 ⑦四国大会
　　交通・宿泊費(8500限度)支給 　交通・宿泊費(12，000円限度)支給 　交通・宿泊費(生徒9,000円
⑧全国大会 ⑧全国大会 　引率者12,000円限度)支給
　　交通・宿泊費(8500限度)支給 　補正にて対応 ⑧全国大会

　補正にて対応

3.校外宿泊学習 3.校外宿泊学習 3.校外宿泊学習
①実施場所 　五色台 ①実施場所 　五色台 ①実施場所 　五色台
②対象 　　　　要保護・準用保護の ②対象 　　　　大野原小学校５年生全員 ②対象 　　　　小学校５年生全員

中学２年生 ③費用 　　　個人負担 　 ③費用 　　　個人負担 　
③費用 　国庫補助と同額支給(扶助費)　 　　　　　　　　町費負担で全額補助 　　　　　　　　町費負担で全額補助
4.小学校5年生の洋上学習 ①実施場所 　屋 島 ①.実施場所 　屋 島
1　活動内容 ②対象 　　　　中学校２年生全員 ②.対象 　　　　中学校２年生全員
　　燧灘洋上や伊吹島にて、自然や社会 ③費用 　　　個人負担 　　 ③．費用 　　　個人負担 　　
　　の実地体験学習をする。 要保護・準要保護生徒 町費負担で全額補助 要保護・準要保護生徒 町費負担で全額補助
2　助成金額 予算額467千円

5.クラブ活動補助 5.クラブ活動補助 5.クラブ活動補助
　クラブ活動の引率と振興補助 　小学校 　無 　小学校 　無
助成金額 中学校 　中学校 　休日引率費 　中学校 　生徒派遣費より支出
　　引率補助 　350,000円 　　　　　　　　　予算78，000円
　　振興補助 　125,000円

6．障害児学習 6．障害児学習 6．障害児学習
　　小中障害児学級の日帰り遠足助成 　小中障害児野外活動費 　小中障害児野外活動費
　　助成金額 　年額　　80,000円 　助成金額 　50,000円 　助成金額 　50,000円

豊　　　　浜　　　　町

調整方針(案)

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町
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９　中学校生徒海外研修については、現行のとおり引き継ぎ、新市において再編調整するものとする。

　中学校生徒 ― 1.時期 　 １．時期
　　海外研修　 　夏休み 　８月下旬

2.期間 ２．期間
　ホームステイ 　5泊 　９日間 ホームステイ３泊
　ホテル 　　　　　3泊 　　　　　　ホテル４泊

　　　　　　（ゴールドコースト１泊）
　　　　　　（シ ド ニ ー 　２泊）
　　　　　　（大 　　阪 　　　１泊）

3.派遣先 　 ３．派遣先
　ニュージーランド 　オーストラリア（ゴールドコースト）

4.人員 　大中3年 10名程度 ４．派遣人数
　　　　　引率 　2名 　生徒１０名、引率者２名

5.助成額 ５．助成額
　経費の内 1/2は町が負担 　旅費、滞在費、食費等の合計金額の
　１人あたり２０万円限度 　うち、２分の１を町が助成
　（国際交流協会で予算化）    　(渡航手続費用は本人負担)

6.資格要件 ６．派遣生徒の応募資格要件
　中学3年に在籍している者で、 　・中学校第３学年に在籍している者。
　保護者の承諾が得られる者。 　・派遣に関し、保護者の承諾が得られる者。
　その他応募資格要件による。 　・学校の代表として、外国の中学生等との友好親善に意欲的に

　　取り組むとともに、帰国後は体験したことや学んだことを生
　　かし、活気に満ちた学校生活の実現に貢献できることが期待
　　される者。
　・生徒会活動、体育的活動、芸術・文化的活動、地域の文化の
　　伝承活動や地域社会への奉仕活動などに意欲的に取り組み他
　　の生徒の模範となる者。
　・学業成績が、普通程度以上の者。
　　（評価基準１・２年の全教科平均３．０以上）　
　・英会話について、ある程度のコミュニケーション能力がある者。
　・一週間の海外生活に耐えうる心身ともに健康な者。
　・外国の訪問先（児童）から豊浜町にホームステイを希望した
　　ときは、原則として受入れられる家庭。

7.選考方法 ７．派遣生徒の選考方法
　大野原町国際交流協会で選定 　中学校長、教育委員会の推薦に基づき、実行委員会で決定する。

　

8.その他
これからの国際化に対応した人材を育成するために、
平成12年度より実施している。

豊　　　　浜　　　　町

調整方針(案)

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町

合併協定項目番号 ２３－２２ 合併協定項目名 　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて 専門部会名 教育部会 分科会名 生涯学習分科会
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10　姉妹町村少年交流については、現行のとおり引き継ぎ、新市において検討するものとする。

　姉妹町村少年交流 ― 1.時期 ―
　　 　夏休み

2.期間
　3泊4日

3.派遣先
　真狩村

4.参加者（小学6年生）
　大小 　14名
　五小、紀小、萩小（男女各1名）
　引率 養護教諭1名

5.経費
　1/2補助
　約40,000円

6.資格要件
小学6年生に在籍している者で、
保護者の承諾が得られる者。
その他応募資格要件による。

7.選考方法
　各学校で選定

豊　　　　浜　　　　町

調整方針(案)

項　　目 　観　　音　　寺　　市 大　　野　　原　　町

合併協定項目番号 ２３－２２ 分科会名 生涯学習分科会合併協定項目名 　　各種事務事業　（学校教育関係）の取扱いについて 専門部会名 教育部会
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